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わ
が
ま
ち
紹
介 

 
 

「
富 

田
」 

や
す
ら
ぎ
の
神
社
仏
閣
の
ま
ち
・
伝
統
の

酒
造
り
の
ま
ち
・ 

福
祉
の
ま
ち 

平
成
十
七
年
一
月
二
十
日
（
木
）
天
気
も

良
く
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 散

策
ル
ー
ト 

 

阪
急
富
田
駅
集
合
→
小
寺
池
図
書
館
→
小

寺
池
公
園
→
蓮
如
上
人
腰
掛
石
→ 
清
蓮

寺
→
五
社
水
路
→
筒
井
池
公
園
→
本
照
寺

→
三
輪
神
社
→
普
門
寺
→
富
田
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
→
（
社
）
つ
な
が
り
→
阪
急

富
田
駅 

 

説
明
し
て
頂
い
た
方
々 

本
照
寺
・
・
・
・
文
学
博
士 

 

日
野
照
正
元
住
職 

三
輪
神
社
・
・
・
好
田
安
彦 

宮
司 

普
門
寺
・
・
・
・
住
職
御
令
室
・ 

・
・
・
梶
谷
忠
太
御
令
室 

富
田
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
・ 

・
・
・
・
岡
井
要 

主
査 

（
社
）
つ
な
が
り
・
・ 

今
井
司 

事
務
長 

 

富
田
の
ま
ち
は
、
駅
前
通
り
を
一
筋
横
に

入
る
と
静
か
な
住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
歴
史
の
有
る
神
社
仏
閣
と
、
伝
統
を
重

ん
じ
る
酒
造
り
の
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
小
寺

池
を
見
な
が
ら
読
書
が
出
来
る
図
書
館
や
、

ふ
れ
あ
い
を
重
視
し
た
福
祉
・
教
育
の
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。 

富
田
の
ま
ち
は
、
こ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
顔
な
じ
み
で
し
た
が
、
最
近
は
奈
佐

原
や
南
平
台
な
ど
に
大
学
が
出
来
た
た
め

か
、
見
知
ら
ぬ
若
者
を
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
昔
の
町
並
み
が
少
し
ず
つ
変
わ
る

と
と
も
に
子
供
の
遊
ん
で
い
る
様
子
な
ど

も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
昼
間
に
道
行
く
人

は
高
齢
者
が
多
く
住
民
の
高
齢
化
を
肌
で
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
富
田
の
ま
ち
は
、
駅
に
も
近
く
、

静
か
な
住
宅
専
用
地
区
で
、
こ
の
静
か
な
住

宅
環
境
を
、
守
ろ
う
と
住
民
は
努
力
し
て
来

ま
し
た
し
、
今
後
も
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
「
老
後
も
こ
の
住
み
良
い
町
で
生
活

し
た
い
」
と
強
く
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
ま
ち
の
紹
介
で

す
。 富

田
台
地 

富
田
台
地
は
、
奈
佐
原
丘
陵

の
南
端
か
ら
突
出
し
て
い
る
標
高
１
０
～

３
０
ｍ
の
舌
状
の
台
地
で
古
く
は
藍
野
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

五
社
水
路 

五
社
水
路
は
、
安
威
川
（
あ

い
が
わ
）
か
ら
取
水
し
た
人
工
の
農
業
用
の

水
路
で
す
。
水
路
が
い
つ
頃
造
ら
れ
た
か
は

不
明
で
す
が
４
世
紀
前
期
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
水
路

を
綺
麗
に
し
、
保
存
し
た
い 

富
田
寺
内
町 

富
田
は
十
六
世
紀
中
頃

に
は
寺
内
町
と
し
て
栄
え
、
又
、
江
戸
時
代

に
入
っ
て
酒
造
業
で
栄
え
た
町
で
す
。 

 
 

寺
内
町
と
は
寺
院
の
境
内
に
展
開
し
た
都

市
集
落
で
、
富
田
村
は
塀
に
囲
ま
れ
て
い
た

と
の
こ
と
。 

Ｊ
Ｒ
富
田
駅
と
通
り 

Ｊ
Ｒ
摂
津
富
田

駅
は
、
明
治
二
十
八
年
（
１
８
９
５
）
富
田

村
へ
の
停
車
場
設
置
運
動
を
行
い
、
地
元
が

駅
敷
地
、
用
地
内
外
の
道
路
の
付
替
え
、
新

駅
に
通
じ
る
道
路
（
５
間
幅
）
を
作
り
、
大

正
十
三
年
摂
津
富
田
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
当

時
と
し
て
の
道
幅
は
画
期
的
な
広
さ
と
思

わ
れ
る
。
今
は
両
サ
イ
ド
を
不
法
の
駐
輪
・

看
板
・
陳
列
台
等
が
は
み
出
し
、
乳
母
車
・

車
椅
子
等
は
安
全
に
通
れ
な
い
。
（
ど
う
し

て
取
り
締
ま
り
が
出
来
な
い
の
か
？
） 

富
田
酒
造 

富
田
は
、
江
戸
時
代
前
期

に
、
良
質
の
酒
米
と
地
下
水
を
使
っ
て
酒

造
が
栄
え
、
そ
の
名
声
は
遠
く
江
戸
に
ま

で
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
最
盛
期
の
明
暦

年
間
に
は
、
酒
造
家
２
４
軒
が
８
、
０
０

０
石
余
り
を
醸
造
。
今
は
清
鶴
・
寿
酒
造
の

二
軒
が
伝
統
の
地
酒
を
守
り
続
け
て
い
ま

す
。 富

田
漬
け 

極
上
特
選
の
「
酒
粕
」
と
摂

津
山
間
に
栽
培
さ
れ
る
「
白
瓜
」
を
古
く
よ

り
伝
授
さ
れ
た
秘
法
を
も
と
に
白
瓜
の
自

然
の
色
と
歯
切
れ
を
保
っ
て
い
ま
す
。
摂
津

富
田
の
名
産
と
し
て
好
評
で
す
。 

神
社
仏
閣 

富
田
に
は
歴
史
あ
る
神

社
仏
閣
が
多
い
、
今
回
は
時
間
の
関
係
で
本

照
寺
、
三
輪
神
社
、
普
門
寺
の
み
と
な
り
ま

し
た
。 

福
祉
・
教
育
の
ま
ち 

青
少
年
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
・
（
社
）

つ
な
が
り
等
々
。 

本
照
寺
の
日
野
照
正
先
生
の
説
明
風
景 

寺
の
丸
柱
は
、
総

檜
で
基
礎
か
ら
屋

根
ま
で
一
本
の
通

し
柱
で
節
も
な
い

と
の
こ
と
で
す
。 

現
在
で
は
こ
の
よ

う
な
大
き
な
木
材

は
手
に
入
ら
な
い
。

本
堂
は
高
槻
市
文

化
財
に
指
定 

 
 
 

♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪ 

わ
が
ま
ち
富
田
の
詳
細
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い 

 
 
 
 
 

♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪ 

新
春
歴
史
の
集
い
を
受
講
し
て 

淀
川
・
筑
紫
津
と 

今
城
塚
古
墳
の
謎
を
追
う 

講 

師
：
大
阪
歴
史
懇
談
会
会
員 

堀
孝 

開
催
日
：
平
成
十
七
年
一
月
九
日 

場 

所
：
高
槻
市
立
総
合 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

淀
川
以
北
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

史
跡
、
今
城
塚
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
大

王
は
誰
な
の
か
？ 

 

こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
今
日
で
は
６

世
紀
前
半
の
継
体
大
王
（
天
皇
）
陵
墓
で
あ

る
こ
と
が
学
術
的
に
は
定
説
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

平
成
十
五
年
ま
で
の
調
査
で
埴
輪
祭
祀

場
か
ら
１
３
６
点
余
の
、
我
が
国
史
上
初
の

巨
大
埴
輪
郡
が
今
城
塚
古
墳
か
ら
発
掘
さ

れ
て
、
俄
然
全
国
的
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
「
は
に
わ
祭
祀
の
Ｃ

Ｇ
」
の
放
映
は
、
千
五
百
年
前
の
大
王
の
支

配
力
と
、
大
衆
の
暮
ら
し
の
一
端
が
眼
面
に

浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

（
講
演
前
に
放
映
） 

古
代
の
大
王
達
が
淀
川
を
行
き
来
し
、
ほ

と
り
に
都
を
置
い
た
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、

高
槻
の
中
心
を
流
れ
、
淀
川
に
注
ぐ
芥
川
、

そ
の
上
流
に
あ
っ
て
今
城
塚
古
墳
に
最
も

近
く
の
川
港
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
筑
紫

津
（
現
津
之
江
の
村
神
に
「
筑
紫
津
神
社
」

あ
り
）
と
今
城
塚
古
墳
と
の
謎
を
地
理
的
に

追
っ
て
い
く
講
演
で
し
た
。 

古
墳
の
造
成
時
、
竣
工
後
の
祭
祀
時
な

ど
の
物
流
・
人
の
流
れ
の
質
・
量
・
コ
ー

ス
・
手
段
を
諸
資
料
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 
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